
    

十
月
二
十
三
日(

木)

～
二
十
四
日

(

金)

、
山
形
県
上
山
市
で
開
催
さ
れ
、
鞍

掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
か
ら
小
山
泰
弘
、

今
泉
雅
男
、
松
下 

誠
、
高
橋
孝
行
、
小

山
舜
二
が
参
加
し
た
。 

[

概
略]

 

全
国
一
千
余
り
の
棚
田
は
経

済
性
や
効
率
性
の
重
視
、
耕
作
者
の
減
少
、

担
い
手
不
足
か
ら
過
疎
、
高
齢
化
が
深
ま

り
荒
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
棚
田

の
百
姓
は
数
々
の
問
題
を
抱
え
、
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
日
本
の
原
風
景
、
先
祖
の

遺
産
「
棚
田
」
の
継
続
、
展
望
に
光
を
求

め
参
加
し
て
い
る
。 

基
調
講
演 

結
城
登
美
雄
氏(

民
族
研
究

家) 

誰
が
棚
田
を
守
っ
て
い
く
の
か
？ 

 
 
 
 
 
 

～
私
の
中
山
間
地
域
報
告
～ 

 

基
調
講
演
に
つ
い
て(

舜)

は
ま
た
、
根

っ
こ
の
浅
い
民
族
研
究
家
の
噺
ぐ
ら
い

に
鷹
を
括
っ
て
い
た
が
、
講
演
の
内
容
が

百
姓
の
底
辺(

基
本)

、
地
道
な
活
動
が
満

載
、
淡
々
と
し
た
口
調
に
多
く
の
百
姓
が

我
が
事
と
、
「
う
ん 

う
ん
」
と
目
頭
を

熱
く
し
て
聞

き
入
っ
た
。
棚

田
の
厳
し
さ

を
克
服
す
る

百
姓
の
辛
苦

を
代
弁
し
た
有
意
義
な
講
演
で
あ
り
「
噺
」

な
ど
と
思
い
込
ん
で
い
た
我
が
身
の
あ

さ
は
か
さ
に
反
省
の
念
を
抱
く
と
と
も

に
上
山
市
・
山
形
県
と
講
師
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。 

棚
田
現
地
見
学
会 

「
大
蕨
・
椹
平
の
棚
田
」 

平
坦
の
水
田
が
並
び
山
裾
の
一
部
が

傾
斜
地
の
今
ま
で
に
な
い
棚
田
風
景
で

あ
っ
た
。
地
元
の
説
明
で
は
戦
時
中
の
食

糧
増
産
の
た
め
中
学
生
が
動
員
さ
れ
、
耕

地
整
理
が
行
わ
れ
た
由
緒
あ
る
棚
田
と

聞
き
、
感
動
し
た
。 

棚
田
保
存
会
意
見
交
換
会 

 

昨
年
、
試
行
さ
れ
た
同
会
は
好
評
を
博

し
、
本
年
は
全
国
の
棚
田
保
存
会
か
ら
二

十
名
が
選
ば
れ
、
棚
田
博
士 

中
島
峰
広

先
生
を
コ
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
五

グ
ル
ー
プ
に
編
成
。
年
に
一
回
の
交
流
の

場
で
あ
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
活
動

の
向
上
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め

の
模
索
を
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。
第
三
グ

ル
ー
プ
は
真
剣
な
議
論
を
呈
し
、(

舜)

の

提
案
し
た
「
棚
田
を
活
か
す
」
を
大
テ
ー

マ
と
し
、
地
域
活
性
、
生
物
多
様
性
・
稲

作
体
験
学
習
、
都
市
交
流
等
々
、
棚
田
を

核
に
、
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
が
棚
田
保

存
継
承
に
繋
が
る
と
纏
め
発
表
し
た
。 

第
一
分
科
会 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
「
棚
田
を
守
る
人
づ
く
り
、
組
織

づ
く
り
」
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
発
掘
、
他
産

業
の
棚
田
参
入
等
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
議
論
し
た
。(

保
存
会
四
名
が) 

第
二
分
科
会 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
「
農
業
を
基
点
と
し
た
六
次
化
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
棚
田
地
域
の
活
性

化
」
実
践
事
例
を
報
告
。
棚
田
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

第
三
分
科
会 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
「
多
様
な
交
流
に
よ
る
棚
田
地
域

の
活
性
化
」
棚
田
を
農
村
景
観
、
農
作
業

体
験
・
農
家
民
宿
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
取
り
入
れ
、
棚
田
を
活
か
し
た
交
流

人
口
の
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論

し
た
。 

第
四
分
科
会 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
「
地
域
農
業
の
継
続
を
実
現
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
」
上
山
市
に
お
け

る
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
に
あ
る
棚
田
地

域
の
継
続
し
た
維
持
管
理
の
可
能
な
仕

組
み
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 135 号  

 

 基調講演 

第
二
十
回
全
国
棚
田(
千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト 

未
来
へ
つ
な
ご
う
実
り
の
大
地 

～
棚
田
を
基
点
と
し
た
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
～ 

基調講演 来年開催の佐賀県玄海の
法被姿が多くみられた。 

棚田現地見学 

田んぼの広いのにびっくり 

棚田保存会意見交換会 



収
穫
感
謝
祭
の
お
知
ら
せ 

 
十
二
月
七
日(

日)

、
保
存
会
は
恒
例
と

な
っ
た
「
み
ん
な
で
感
動 

収
穫
感
謝
祭
」

を
連
谷
お
助
け
隊
・
棚
田
っ
娘
共
催
で
初

冬
の
一
日
を
楽
し
む
。 

 

当
日
は
十
時
～
十
二
時
三
十
分
ま
で

に
六
臼
の
餅(

あ
ん
こ
、
草
餅
な
ど)

を
振

る
舞
う
。
ま
た
、
田
畑
を
荒
ら
し
ま
く
っ

た
猪
の
捕
獲
供
養
に
「
し
し
汁
」
や
イ
カ

焼
き
、
焼
肉
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
て
い
る
。
余
興
に
「
川
西 

忍
と
ゆ
か

い
な
仲
間
」
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の

協
力
出
演
も
楽
し
み
で
あ
る
。 

資
金
ゼ
ロ
で
の
開
催
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
多
く
な
く
て
も
結
構
で

す
。
協
力
金
箱
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

地
域
行
事 

十
月
十
九
日
、
連
谷
公
民
館
、
小
学
校

は
恒
例
の
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
た
。 

 

参
加
者
は
地
元
「
吉
良
屋
さ
ん
」
の
好

意
で
田
峰
観
音
ま
で
バ
ス
で
移
動
。
ま
ず
、

観
音
様
を
拝
観
。
郷
土
歴
史
研
究
家
の
今

泉
宗
男
さ
ん
か
ら
観
音
様
や
田
楽
、
念
仏

踊
り
、
田
峰
歌
舞
伎
の
云
わ
れ
を
伺
っ
た

後
、
田
峯
城
へ
移
動
、
戦
国
時
代
の
菅
沼

藩
や
山
家
三
方
衆
の
歴
史
な
ど
を
興
味

深
く
お
聞
き
し
、
昔
か
ら
田
峯
地
区
と
連

谷
地
区
の
結
び
つ
き
、
ま
た
、
現
在
の
木

造
校
舎
は
「
連
谷
小
学
校
を
ベ
ー
ス
に
造

ら
れ
た
」
と
聞
き
、
感
慨
し
た
。 

 

帰
路
は
大
木
和
田
林
道
を
へ
た
へ
た

と
休
ん
で
は
歩
き
、
歩
い
て
は
休
み
、
な

ん
と
か
学
校
ま
で
辿
り
着
い
た
。 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

 

十
月
二
十
七
日
、
浜
松
市
ア
ク
ト
シ
テ

ィ
浜
松
を
会
場
に
行
政
、
経
済
界
、
大
学
、

地
域
住
民
約
六
百
人
が
参
加
。
県
境
を
接

す
る
東
三
河
、
遠
州
、
南
信
州
の
三
圏
域

(

三
十
五
市
町
村)

が
官
民
一
体
で
開
か
れ

た
。
午
前
中
に
開
か
れ
た
住
民
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
い
て(

舜)

は
「
祭
り
街
道
」
に
出

席
。
現
在
、
祭
り
街
道
は
国
道
一
五
一
号

を
下
り
新
城
ま
で
延
び
た
が
今
一
つ
、
国

指
定
の
無
形
文
化
財
に
重
き
を
感
じ
る
。

各
地
に
ひ
っ
そ
り
継
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
・
伝
承
行
事
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
が
肝

心
で
あ
る
。
ま
た
、
盆
行
事(

念
仏
踊
り)

等
は
開
催
日
が
各
地
と
も
同
じ
で
あ
り
、

広
報
、
参
加
呼
び
か
け
に
難
が
あ
る
。
と

提
案
し
た
。 

「
三
遠
南
信
地
域
の
可
能
性
を
探
る
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
は
社
会
資

本
の
整
備
を
受
け
た
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、「
道
」

「
技
」「
風
土
」「
山
・
住
」
の
四
分
科
会

の
う
ち
「
道
」
で
は
三
遠
南
信
道
な
ど
の

整
備
効
果
な
ど
が
検
証
。
東
栄
町
や
豊
根

村
の
首
長
は
「
今
ま
で
は
国
道
一
五
一
号

を
基
幹
と
し
て
新
城
、
豊
川
、
豊
橋
方
面

を
利
用
し
て
き
た
が
三
遠
南
信
道
の
供

用
で
買
い
物
や
通
院
な
ど
に
浜
松
方
面

に
選
択
肢
が
広
が
っ
た
。
効
果
の
大
き
い

三
遠
南
信
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
並

行
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
と

指
摘
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
で
は
三
遠
南

信
道
の
早
期
実
現
、
浜
松
三
ケ
日
・
豊
橋

道
路
の
早
期
実
現
を
宣
言
し
た
。 

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
連
絡
会
議 

 

十
一
月
六
日
、
二
十
六
年
度
の
連
絡
会

議(

県
内
九
組
織)

が
道
の
駅
ど
ん
ぐ
り
の

里
い
な
ぶ
「
ど
ん
ぐ
り
工
房
」 

(

豊
田
市

武
節
町)

で
開
催
、
原
田
英
史
、
小
山
舜
二

が
出
席
し
た
。 

一
、
事
例
発
表 

① 

稲
武
地
区
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
と
題
し
て
「
蕎
麦
の
栽
培
、

収
穫
、
料
理
研
究
、
蕎
麦
打
ち
講
習
な
ど

に
よ
る
都
市
住
民
と
の
交
流
」
に
つ
い
て

中
馬
蕎
麦
倶
楽
部 

山
内
指
導
員
の
説
明

が
あ
っ
た
。
② 

県
営
事
業
ふ
る
さ
と
水

と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
「
稲
橋
地
区
」
の
概

要(

進
捗
状
況)

を
豊
田
加
茂
農
林
水
産
事

務
所 

塚
本
技
師
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

ニ
、
蕎
麦
打
ち
体
験
。
け
っ
こ
う
難
し
く

も
あ
り
、
楽
し
く
も
あ
っ
た
。 

三
、
意
見
交
換
会
は
各
指
導
員
か
ら
提
起

さ
れ
た
課
題
に
ア
ド
バ
イ
ス
、
事
例
な
ど
、

意
見
交
換
、
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。 

四
、
県
営
事
業
現
地
見
学
会
は
意
見
交
換

会
に
熱
中
、
時
間
切
れ
で
中
止
と
な
っ
た
。 

事 

業 

・
㈱
丸
八
製
菓 

五
平
餅
用
米
出
荷 

・
㈱
横
浜
ゴ
ム 

藁
出
荷 

今
後
の
予
定 

・
十
一
月
十
六
日(

日)

、
連
谷
お
助
け
隊

主
導
に
よ
る
景
観
整
備
活
動 

沿
道
、
生

活
道
の
除
伐
ほ
か 

行 
 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 
 

賑わった感謝祭(昨年) 


